
兵

庫

県

尼

崎

市

の

Ｊ

Ｒ
福
知

山

線

脱
線

事
故

を
受

け
、
同
県

三
田
市

か
ら
大

阪
市
ま
で

の
沿
線
９
市

で

つ

く

る

「
福
知

山
線
沿
線
都
市
連
絡
協

議
会
」
が
、
ェ
Ｒ
西

日
本

に
対
し
て
毎
年
の
よ
う
に
求
め
て
い
た
列
車
増
便

の
要
望
を
、
Ａ
”
後
見
直
し

て
い
く
検
討
を
始
め
た
。
事
故

の
背
景
と
さ
れ
る
過
密
ダ
イ
ヤ
化
は
、
沿
線
各
市

で
進

ん
だ

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
軌
を

一
に
す
る
。
同
社
は

事
故
を
反
省
し
、

「
ゆ
と
り
」
を
も
た
せ
た
新
ダ
イ
ヤ

を
編
成
。
協
議
会
も
、
安
全
策

の
充
実
を
最
優
先
に
求

め
る
方
針
。
事
故
は
、
利
便
性
を
追

い
求
め
過
ぎ
た
鉄

道
会
社
、
自
治
体
、
そ
し
て
私
た
ち
に
も
、
姿
勢
の
転

換
を
追

っ
て
い
る
。

【
服
部
陽
、
坂

口
裕
彦

】

払
ギ
負
諜
鍋
ヌ
亜
ケ
タ
リ

一
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・
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・
・
・
・
・
・
一
一
一
一
≡

猛 り 」

輸
送
力
よ
り
安
全
策

体
の
利
用
者
減
が
見
込
ま
れ

る
中
、
住
民
年
齢
構
成
が
比

較

的

若

い
福

知

山

線

沿

線

は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
と

っ
て

「
虎
の
子
」
。
常
に

″
最
短

″

を
求
め
る
社
会
に
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
利
便
性
で
応
え
よ
う

と
し
、
安
全
を
置
き
忘
れ
た
。
、

し
か
し
、

「
ゆ
と
り
あ
る
社

会
と
は
何
か
」
と
の
問

い
か

け
は
、
私
た
ち
も
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
だ
。

沿線 9 市の連絡協議会

増
便
要
望
見
直
し
ヘ

福
知
山
線
の
Ｊ
Ｒ
新
三
田

駅
ま
で
が
複
線
電
化
さ
れ
た

の
は
８６
年
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や

兵
庫
県
な
ど
に
よ
る
と
、
三

田
駅
か
ら
大
阪
方
面
の
上
り

電
車
は
こ
の
２０
年
間
で
約
６

倍
に
な
り
、
事
故
直
前
に
は

１
日
１
３
７
本
。
大
阪
駅
ま

で
の
所
要
時
間
も
、
事
故
前

の
ダ
イ
ヤ
で
は
最
短

三
十
数

分
と
、
２０
分
弱
も
短
縮
さ
れ

た
。
三
田
駅
の
１
日
平
均
乗

降
者
数
は
約
３
万
２
０
０
０

人
。
８７
年
と
比
べ
約
３
倍
だ
。

こ
の
流
れ
を
作

っ
た
の
は

沿
線
各
市
の
人

口
増
加
だ
。

三
田
市
は
９６
年
度
ま
で
の
１０

年
間
、
全
国
Ｉ
位
の
増
加
率

を
記
録
、
約
４
万
人

（
８６
年

３
月
）
か
ら
約
１１
万
４
０
０

０
人

公
「
年
５
月
）
に
。

「
バ

ブ

ル

期

で

も

地

価

は

手

ご

ろ
。
他
都
市
の

マ
ン
シ

ョ
ン

や
宅
地
を
高
く
売
り
、
引

っ

越
し
て
き
た
家
族
が
多
い
」

と
市
職
員
は
話
す
。

協
議
会
で
は
こ
こ
数
年
だ

け
で
も
毎
年
、
利
便
性
向
上

を
求
め
る
要
望
書
を
Ｊ
Ｒ
西

日
本
大
阪
支
社
に
提
出
し
て

き
た
。
昨
年
の
要
望
書

で
は

「
利
用
者
の
大
幅
な
増
加
は
、

混
雑
に

一
層
の
拍
車
を
か
け

る
な
ど
新
た
な
問
題
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
」
と
し

、
本
数

や
編
成
数
の
増
加
な
ど

「
輸

送
力
増
強
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

利
用
者

の
願
い
も
切
実
だ

っ
た
。
三
田
市
の

ニ
ュ
ー
タ
　
た
と
さ
れ
る
。

ウ
ン
に
住
み
、
大
阪
市
に
通

　

一二
国

市

の

人

口
も

昨

年

勤
し
て
い
た
男
性

（
６７
）
は
、

一
度
、
統
計
が
残
る
７２
年
度
以

混
雑
が
激
し
い
約
１０
年
前
を

一
陣
初
め
て
減
少

に
転
じ
た
。

よ
く
覚
え
て
い
た
。
「毎

日
、

一
今
年
度
の
協
議
会
幹
事
を
務

つ
り

革

を

つ
か

め

な

い

ほ

！
め
る
同
市
は

「
安
全
は
当
た

ど
。
本
数
増
加
や

ス
ピ
ー
ド

一
り
前
と
い
う
の
が
各
市
の
共

ア

ッ
プ
を
歓
迎
し
、
い

つ
か

一
通
認
識
だ

っ
た
」
と
振
り
返

咋
神
勁
韓

つ 大
部
峠
棟
却
分
を

一
却
い
し
「時
滓
∽
揮
嵯
権
利
韓

子
詢
榔
師
錬
藤
醜
競
魂
↑
砂

一
益
納
碑
だ
『

審
発
競
勤
萌
接
管

い
る
。
０３
年
度
の
輸
送
人
員

一
　

都
市
問
題
に
詳
し
い
大
谷

車
『
嘩
卑
中
中
「
”
字
取
↑

一
子
（
信

諦
車
』
串
洋
義
勲
手
中

勢

を
私
鉄
と
奪
い
合
う
中
、
乗

り
換
え
の
利
便
性
の
た
め
精

緻
な
ダ
イ
ヤ
編
成
が
生
ま
れ

．

沿
線
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

支
援
ネ
ツ
ト
結
成

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故

の
犠
牲
者
遺
族
や
負
傷
者
ら

を
支
援
し
よ
う
と

、
兵
庫

県

内
の
沿
線

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
７
団

体
が

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
Ｊ
Ｒ
事
故

支
援
ネ

ッ
ト
」
を
結
成
、
２８

日
か
ら
相
談
業
務
を
開
始
す

る
。
入
院
で
不
自

由
し
て
い

た
り
、
ス
ト
レ

ス
障
害
な
ど

に
悩
む
被
書
者

ら
の
負
担
軽

減
を
め
ざ
す
。

阪
神
大
震
災
を
機

に
組
織

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
在

宅
福
祉
、
子
育

て
支
援
の

Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
中
心
。

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
、
研

修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

を
被
害
者
宅
や
病
院
な
ど

に

派
遣
。
買
い
物
な
ど
日
常
生

活
、
役
所
の
手
続
き
な
ど

も

手
伝
う
。
い
ず
れ
も
無
償
。

毎
週
火
―
金
曜
日
午
前
Ю
～

午
後

４
時
。
問

い
合

わ

せ

は

事

務
局

（
０６

・
６

４
１
２

・
８

４
４
６
）
。

【
桜
井
由
紀
治

】

毎 日新聞 200 5 年 6 月 28 日


